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技術開発課題の成果整理シート

25－9

近畿中国

生物多様性、一斉人工造林、モザイク配置、植生調査、鳥類調査

人工林における森林整備手法の違いによる生物多様性保全の検証について

平成２２年度～平成２５年度

森林における生物多様性については、一定の面の広がりのなかで自然条件、立地条
件に適した様々な植生のタイプが存在し、生物相の維持に必要な様々な遷移段階の
森林がバランスよく配置されていることが肝要とされている。

林相が異なる小流域(林種や樹種がモザイク状に配置された流域と一斉人工林)にお
いて、土壌、動植物等の生息、生育調査を実施し、各小流域の現状把握と相違につい
て検証を行う。
また、小流域に皆伐、間伐、除伐などの森林整備を実施し、施業後の動植物の生息・
生育の変化についてモニタリングすることで、生物多様性に及ぼす影響について調査
を実施する。

モザイク区と一斉林区において出現する植生種数はそれぞれ約300種類。
また、モザイク区において人工林と天然林でそれぞれ確認できた植生種は
108種、123種と大きな差はなかった。
鳥類調査において確認された種数は、モザイク区138羽、一斉林区104羽と
大きな差はなかった。

現状においては、モザイク区、一斉林区に出現する植生種数、鳥類種数共
に大きな差は見られない。
森林施業による影響については、当試験区では近年施業を行っておらず
現状の把握にとどまっており、施業前後の変化については調査・分析に
至っていない。

プロット設定、植生調査(夏期、秋期)

鳥類調査(定点・ライン調査)
渡り鳥（オオルリ等）・留鳥（シジュウカラ等）

植生プロットの状況確認
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